
保�者の思いと、

�の思いを⼀つに

子育ての中で何に困っているのか？

職員がきちんと各家庭の事を理解できているのか？

身に付けてほしい生活リズムをどこまで各家庭で行えているのか？

新型コロナウィルスにより個人面談や保護者参加の行事が無くなり、２ヵ月休園期間があったことで家庭との

連携が以前より希薄になった。連絡帳や日々の受け入れ、引き渡しでは時間が限られ、相互に話すことがより

一層難しい。そのため、保護者が子育てに関して

などを把握しきれていないという課題が挙がった。
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「保�者の思い」を知る

橋場そらとみどりの保��

⼤きなおうち



今まで面談で使用していた“共育てメモ”をもとに作

成。

園が発信したい「生活リズムの見直し」を各家庭に促

すため、「排泄」「睡眠」「食事」「遊び」「その他」の５項

目に分け、困っている事柄に対して〇を付ける形にする

など容易に回答しやすいよう内容を検討し作成。また、

記述欄も設け、「困っている事」の内容を具体的に把握

できるように作成。

まずは

①　職員間で会議やアンケートを通して、意見を出し合う

など、園としての思いを一つにした。

②　保護者の「思い」を知るべく、下記の内容で各家庭に

「共育てアンケート」と題したアンケート調査を実施。

課題に対し職員間で会議を重ね、面談やクラス懇談会に代わるものとして、今まで面談で使用していた“共育

てメモ”をもとにアンケートを作成した。各内容に関して、「保護者」と「園」で共に子どもについて考え・育てて

いく「共育て」を通して、家庭により添った支援を模索し、行うこととした。
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共�てアンケートの作成



アンケート結果により、各家庭・保護者の「子育てに対する思

い」は様々あることを確認することができ、その無数の思いへ

の寄り添い方や受容の仕方を職員一人ひとりが考える機会を

持つきっかけとなった。

そのひとつとして「思い」の共通点を園が見つけ出し、情報を

発信していく事や、クラス発信・個人面談を通して寄り添って

いく事が必要である。

具体的には、

① 困っている事に対して精査し、園からのアドバイスを

　 アンケートの項目別グループごとに分かれて話し合う。

子育ての中で食事について困っている家庭が多く見られた。

全クラス共に３割の家庭が食事について、１割は睡眠について

悩んでいることが分かった。その内容として

「その他」の内容では「友だち関係」や「就学への意識」などが

あり、各家庭が様々なことに困っていることが分かった。

各家庭での「困っている事」を見ると、職員が推測するその家

庭の「困っている事」との相違があった。

　　○ 「食事」では「好き嫌いが多い」「家では食べない」

　　　 「時間がかかる」が多かった。

　　○ 「睡眠」では「寝付くのが遅い」「起きるのが遅い」が

　　　 多かった。
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アンケート�果と��との
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② ポイントを押さえた見やすい形にして園内に掲示。特に困っている事として多く挙がっていた「食事」に関

しては、【好き嫌い】【自分で食べたがらない】などの悩みに対して、園内で行っている食育や声掛けを記載し、

「睡眠」では「寝かしつけ絵本」を紹介するなどの工夫を凝らし作成を進める。

家庭と思いをひとつに ３ ページ

③ 掲示などに関するアンケートを行い、各家庭の反応や感想をまとめていく。

このような発信をし、家庭に寄り添えるようにしていきたい。そして今後も引き続き新たな発信を職員同士で考

えるなどの取り組みを行いながら、各家庭と「思い」を一つに出来るよう園が一丸となって模索していく。


